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第1表　対象児の牛乳摂取量の分布および平均摂取量
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群 1　合｝ 、平均摂取量
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　指導量が等しいにもかかわらず，両院に差の生じた理

由の」と〉を 』してザお院のコジプヘ移行の時期がム院より
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いる幼児かA院より多く，両者の差は看意二であった。
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　1才半では，哺乳ビンから飲むほど，・喜ジブそ多く飲

むのは困難なのではなかろうか。

　2　1才半と3才時における牛乳摂取量め関係（第2

　　表）

　1才半と3才時の面時点の牛乳摂取量の変化をみてみ

た。A院の対象のうちで3才時に再度調査できた130名

に・ いてで，間診から得た牛乳摂取量である。

　すなわち1才半時における少乳群の過半数は3才時で

牛乳摂取量が増加しており，多乳群だったものの財以上

は3才時で減少していた。

　全体としてみる時は，1才半時と3才時における中乳

』群め比率は殆ど変らないが，3才時では少乳群がふえ，
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均嫉，7ρ5解∫臥1驚のう慢牛累以外の飲料摂取燈の平均は

⊃358蝿で約5Ω％を占め頂いだ。1，1牛乳摂取量別に牛乳以外

・の飲料摂取且をみ為ζ少乳群 ，4蝿虚，：」 中乳群．錫5ψ，多

乳群303皿6と牛乳量に反比例1レていな6』』㍑1
》

・・

・総糊趣鯉ll少乳群1．5§弓吃蝉群 r669咋禽孚L

群遡3》と牛乳最の多い群ほど多くなっ宅おり，牛乳が

総飲粍畢取母嬬木きく関夢してヤう；煮脅伺わせる。 牛

i乳以外の飲料野して ，』
il 茶iジ≠だス3乳酸菌飲料，
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水，3δ茶，㌣済一蒸㊨摂取量がジ中乳舞，多乳群より多

い傾向がみられた♂少乳群は後途するように乳以外の食

事ウ疹り栄肇渠取乗曙最筒で南ったりで， 1満の為め食凄

iか危り水分量亀多㌧、≧…墜蔑られるウ，

ε・・ 1脚耕勉1生乳墜外り髄科摂取量は少乳群ヂ中乳群

頂粟苓多二く、胆少乳群仁多乳群質昧冬に少い傾向瑛為り牟

，体≧、し系嬢舜厚拠鉄劉Fか耽鷲減少する傾向がみ俸都
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た。このことは牛乳が飲料としてよワ，∬食事リタうに毎

日一定量を摂為性賛¢喰贔と考えられてい為のかもしれ

・漉》楓、験鰍鵬の融量
　牛乳摂取量別にチーズ，ヨーグルトの摂取量を1日の

献立からみると，第6衷のようであった。

係であった。すなわち少乳群の幼児は牛乳摂取置が少な

いので・母轡そ勉わ り哩製品として距グルトを
意識的比与えて墾るのでばなし、だろうか。

　・しかし平均摂取量ほ， 少乳群，㌔準乳群でほぽ同櫨で，

福乳群は磁らよ［り少なかっ1た。　』、’、r』 餐

、．ilp牛罪を与零為時刻∫第 7表）　二．、．

牛乳鹸輪瀞甑離脚解与えているもめは・
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　　＼＼、へ＼傘ざ郵“群寸◇．△＼』亜』ト乳’

　　窯1＼細鴇ド冷
哺乳就乱瞬と・琴・止、

マ疏凱41一醸㍉1 剰 』虹生劃『鋤
そ磁ド：21f／と詐31・ll 、・◆4i’ll・．7

群

悔il鴻、＼ 、、平
1坤、 lA』・滋』酬

陶1一馳 一L
ユ22．6 ・42｝3L 26列

頸．　　　　　　　　■　　■　 Jb！

ア蔓見β
く　＝

…鉱5r顧、1
・5ゑ［1

　　ヤ　ヤ　ヒ　キ　じし　
・墾、＼恥・群1

　　　　　　　　総平均
　　　3＼陪均
　　　2軌7卜遮5「蔽

5乳517蹴「爾「烈
…レb「万「L・：

一48一
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坂本他：、’1才半児の牛乳摂取状況について

　子供の牛乳摂取量に対する母親の考え方をみると，第　　　栄養所要量に対する総栄餐摂取最の充足率をみぞ』止

3卸ゆ脚5卿母郷 糖ま零で碑鰹拳 ，
、（第4鞍塑鰹愚曜箪を上回づや島鱗

答え泡2吻母親瞭越るだ鰍ま脚）辻厭ズ1牛乳の徽卸多少晦寿椀ず蕨量嘩しなかっ1
いるポ年乳摂攻舞頒こみミる芝，1少乳巌まr≒だぎう充け飲．1幡・）その他り栄養蘂ゼは鼠力～レジウ酋が少劉群雪診ずウλi

ませたレ㌔・が74露で最高で・幼児の牛乳摂取量に満足し　に所要衰を下まわ轍た6多乳群では牛乳だけで卑を、彰ぎ．

窺蜘もの峰、ウ・轟郷継、瀕墨、り少ザム鱒要量と勤興蝋嘩ましヤ僻こ’え奪蕉
制唖ヤき力畷みられ越越楚分も叩多乳群が興が今後ξ奔甜こ騨し鰹か麹轡…
の車で轡牛乳摂取量500蝿以上みものであっだず多乳群．　ある二ように思うb｝♪ 　 τ．・

は輸撒量が4・1宰13・・既大きな騨あるために・　またエネ憾r・、i鞘恥劾塑硬曜量の90％
母親の意識もいろいろ乏典なるようである。．多乳群中で．　にみたなかっ菱もゐを個別に検討ずるど1』少乳群が最も

牛乳撒量が6・・～1＄・qm6磯親り灘を湊ると58〈中 ［多く・ 鶴中購多乳惣町琳r．飾表）
　む今の量より少し制限1したいザが47％と最も’多かラた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第、5表1栄養摸取畳1が所要量の90％にみたなかった
力撒お輝るだけ飲ま脚硬睾2％にものぽ酋：＝ 　幼児の割倉（％）擁ど・1．
群た。一般に幼児をもつ母親達は牛乳の栄養価を高ぐ評．

価していて，積極駒に与えたいと考え七ヤ・うぷうであ琵、

る。しかし牛乳さえ飲んでいれぱ安心といった牛乳過僑・ε

が他の食物軽視につなカ｛る可能性もあり警戒を要する点

でもあろう。

　3栄搬取恥i、1・ギぞ　r』 1 』モ・　　　　 　 　　　1
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次第に増加齢る・襟養雛を牛乳と牛乳以獅一　　 　　，，！　門’1
食物旅わけ駕るど搬慮ま擁そ磯率旗i職散と輝ピ・l」i。 一な1 　　翼＞．．1

る．すなわち工挙ルギー蹴牛乳から臨蛋鹸1ま間食として鰍麟乳蹴少浮L静猟 多

22％脂肪戯％カルマウ屯賜，鉄5％嫡っき．手し群とも・・墜蝉労墾φ5曜卓季誉

牛乳蕨の鋤か筋蝦摂騒は少乳群が鵬㊥構エ荻蜘脚麺こ対する間食の齢は爆児では

乳群が最低であら砂季L脚噸からの栄養鋤1』『1 23乍27％で南12ヂ武騨の聯配鯉1郷かっ
少ないのでそれだけ牛乳以外の食物を多くとり栄養摂取　　た。1　　｝．船

を補づているようである・ 1・1：r　r’・・ζ群別にみ逸少舞は曝出ネノレ野．329Ca1』衆
　足立ら”め研究でも牛乳摂取量力噸餌ずるξ他の倉皐』’みちぢ亭乳声蓬摂取ナる辱孝ルギ■頻5％，ニヂ乳群は同

摂取を抑制する傾陶がある場合もある≧報告している死1　じくそれぞれ《⇒1235C31 ≧41％多乳群でをよ300Caiと

従って総栄獺騒に聯牛乳の占める騨よ・蛾57％であ嬬（第6棄）急 ～ 湾
群・中乳群・多聯群で相違ザ犬ぎレ葱ヂネルギ」で為歪 』…1 乳群で峠間食に肖あ苓年瓢夢創合嬉小吉野ので・果

と少乳群の8％噛し中乳群18％多卿・％である9ヒ： 物 藥子醐群よ り多く撒鱒て㌧・た・』《li

各群の総平均鴛・牛獅占める齢は・．カノレシ触　間食の牛乳趾母麟み雌脚撫を晒と牛乳を

59％で騨℃鞭働蛋紘”聯7％聯質難4σ・醐坤んでい獅場に ≒麟魅 姻のが多
エネルギー19％・プ銑15箔で毎った。、；．「． 　　’　　乏ヨ．r．　く・、食欲泉痔訟幼児力1少挙い啄寧があ身た。’（第7表）

　Am6rican　Ag吋emy　of　Pedi壁サcs2，では，食穫奉　　4 牛融擦取量と食慾ぐの関係（第多奉＞、

班姫であ鵜牛乳摂取量は・’日総堺ルギ順取…疾乳摂騒轡翠がらみた鰍との開係はず 多乳群をこ

量の髭をこえなか曜度（コ・ブ2ん3杯）と鱒して、甘．遼鱒鯵鱈鱒鰻夢轡タ、9やや多噸向が

いるが，多乳群中にはこれ以上になるものが23，6％みら　　みられた。1＝
蕾，』．＿＿＿昏二欄』1

れた。　　　　ハ
一・ ∫． ，

．r

．、ご、て　．グハ1』　，
一・

．土井ら，3レも誕牛乳を1 日、3本以ギ摂取している幼児に

轡断．購瞳州鉄
少乳副1 蜘い醐・「砕46，315駄2

帝，難章［ 鈷㌔些9く刻、， 、副 、報L、照
多乳群卜1孝3hユ・911・ トリ僻
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6・表1了間食どしての牛乳摂取盈。
（A院）、1

・。皿1 229 （2乞7％）・一 34 （14．8％）

攣「 lil1㌃ii争i霧ll卜

多乳群

1・3・1・　 235』1＼ 2』8％） 96 （40脇）

4乳08

ゴ第陵間食の牛無難⑳’

・3・・（27・・％ンlr172（57．2彩）

．、（蓋院）

』』

食め牛乳最＠）
食 欲

、あジ る 、1普 通” むら・がある・ な いF

0　～199、
1△1 ∵く27ユ　1 3414 3414一 4ユ

2、OQ～400 卜⑳8　1 314 I」∫鉱7　1 7．4

．、401～ ・↓』・a4，1 30．8 1　　
　5010 3．8

r第8表　牛乳摂取量と母からみだ幼児の食欲（％）

少　 乳　　群　　　　　中 乳　　群 多　．乳　　群 』　r敗　5
　　　　　　　総 平均二’A・BI平均AI B．、1．平均 奈　

一1』

』車．均

・あ ・1 ＃る式卜 枷・ぐ3iβ卜言L6 3L5 2歌92軌・ト 2既・26軌71 ∵2凱21
・2倒3

普 画r 副1廊1 一3・161 』31ユ【 3薪5・ll

3蔦 2軌2』2軌・卜2＄1・130・7

むら編司 鉱・3鋤3呵 31F・1 如L画・1 41・昼1痴・σ4L3 3凱4・

な
．．い1

，盆・ ．航2／・．鉱1 砿31 』歌41， ㌔厭4／、す6．1』．璃卜．乳41
5、年

第 9表各食品に対する幼児の嗜好・ ⑳
二1 べたがる㌔ 嫌　が ．る1

「、、

、どちらでもなヤ．》 、与え、．な』い

穀・㌧類

少…乳 群 一61．7　　1

0．4

58乙9

4‘0・r1

464

7．0

｛35．2 　一・

3．8

1』 3． 6F ・・”』 へ♪0．7㌔ 『・

　 ・∵　〇二

　　
r・ 心0．3　　』

，・

）－

少一乳’r群

中船乳藁群1

』』56甲 2　1
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1』

4．4

　 56．0

1LO　’一

1調5 弓　r

3ン1』・・

31．1∴r・ r』』

　32；4　
1い

0．0　 1
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3．8　
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1
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29．1　

・』㌔ 0．7
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1子・レ
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1鷺憲1．．
　5工．9

58．6
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8．？一

．6

』8 一　［Fr

』　17．0

5．9一

16．6’

－1
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坂本他 i浬才半児の牛乳摂取状況にづいて

ゴ第10表・》牛乳摂取量とコ才半時の体格・ ジ第f1表三牛乳摂取置ど3、才時の体格1A玉こ。！、・、・

　　　バーセン賦i呂、r’・， じrlい．

・身・ 長．』
塑々禦以下・～10㌻90翠』9ΩP駄

りゆ』乳彊1群』／1・臥7”・ 1即lr44
中乳群16・9い絃7144
多、乳群 ［亀σレ81…［ …5

総　計1乳2187・21ε6

少　乳

中　乳

多　乳

総

群1

群

群1

計1

6・718翫31

歌gl8臥61

盆gL劉
生218凱51

10．O

9。5

13．3

．10．3

食欲がないという訴えが多いと報告しているg

　牛乳多飲者は，食事からのユネルギー摂取愛が少くな

りがちで，すなわち母親は食事量が少ないと，食欲がな

い，むらがあると判断しているようである。牛乳摂取量

がβ00雌以上の幼児の母翠で，今飲んでいる量より少し

制限したいと回答しているものに，食欲がむらまたは食

欲がないものが多かった。r

　食欲を客観的にみるために，・各食品に対する幼児の好

みをみてみた。（第9表）

　全体として嫉，各群に顕著な差はみられなかったが，

主食では多乳群に嫌がる幼児が多く， 野菜，果物では逆

に嫌がる幼児が一番少ない傾向があ6た。多乳群ではド

牛乳を多飲するためにある程度栄養的に満たされ，食欲

もおさえられているので，主食を好まなくなるゆであろ

うか。菓子では，少乳群が中乳群，多乳群より好きでな

い傾向があったΦ

　5　牛乳摂取量と体格

　牛乳摂取量と体格との関係を検討してみると，第10表

のようで，牛乳摂取量と1才半時の体格との間には一定

の関係はみられなか6たo

対象児のうち3才時の体格が追跡できたもの224名に

ついて，1才半時ゐ牛乳摂取群別でみたのが第11衷であ

るが，これにも山定の関係はみられなかった。

体格は，遺伝的困子， 栄養，運動，生活環境等が，い

ろいろに関与して形成されるものであるので，現時点で

の栄養法との関係は見出せないかもしれないが，子供の

長い将来に対してどのようにかかわってくるかについて

更に継続して検討する必要があるように思う。

　　ノく一セソ
　　　タイル
畏

10 P以下［、
、へ L，、』Pド 』

忘少シ：翼㌔乳‘じ、群討．、き、、 、、1β，2’』1 点鉱4・ 卜．，砂

中　 乳　痒ぐ 』鰯ヲ 鮭醜』1匝
多　　乳　　群． 3．8 9軌gl厭6

総　　　計 5．4 87。9 　』6，7

　　　ノ｛一セン、
　　　タイノレ
　重・

乳．群／

卿座」叫　6・2　蹴

1 乳4

中’ 群　 η いλ61皿2
多 乳群1凱8 い2』711・・5

総　計1 軌7 1脚
1

脳

皿要　 約一

　1　1才半の幼児の牛乳に対する嗜好は全体では約55

％カい鍵・であった沙乳群で嘩8％が心あまり好き

でない濤≒嫌い。であり， 中乳群で57％，多乳群港80％

は昏好きヤであった曼

　2　母親の牛乳殖零すう意識賎少乳群の74％g母親

は現在の牛乳摂取置より多く飲ませていたと考え，牛乳

摂取髭の増加と共に，丁度よ』、少し制限したいという

意識もみられたご

　3　総栄養摂取量ほ，鉄以外のエネルギr蛋白質，

カルシウムは栄養所要量を上回っていた。牛乳摂取量群

別では少乳群のカルシウムが所要量以下であった軌

　牛乳以外の食物からめ単養摂取量は，少乳群が最高で

多乳群が最低であった6

牛乳の総栄養摂取巌に占菊る郷合は，カルシウム59％

蟹鞭27％聯2％、モネ　一19％鉄

　エネルギー，蛋白質，カルrシウムが所要量の90％にみ

たない幼児は，少乳群に多く次いで中乳群，多乳群め順

であった。

　4’対象児の総出ネルギーに対する間食砂割合は2＄㌍ン

27％であった。間食エネルギーに牛乳からゆエネルギー

が占める割合は，少乳群で15％，中乳群41％，多乳群で
．、

57％であった。

　5　母親からみた食欲は，多乳群に食欲がむら，、食欲

がないものが，少乳群，中乳群より多かった。1．．ン、、く二．

　6　牛乳摂取量と体格との間には一定の関係は券ら劃づ、

一53一
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なかった。3才時迄追跡できた幼児の体格と1才半時で

の牛乳摂取量との問にも一定の関係はみられなかった。
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